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北アメ リカの現代 先住民捕鯨 に関する比較研究

―アラスカのイヌ ピア ッ トとカナダ ・イヌイッ トの

　　　　　　　　ホッキ ョククジラ猟の比較―
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1　 は じめに

　 近年、 クジラは環境保護の中心的なシ ンボル と

な っている。 しかも、 このクジラは、現実 には存

在 しないイメージ上で作 り出され、神格化 された

クジラである。 カランはそれを 「スーパーホエー

ル」 と呼んでいる1(Kalland　1993)。 しか し、現実

の クジラは、 ヒゲクジラ類 とハ クジラ類に大別で

き、亜 目の レベル で は85種 類 に分類 され て いる

(笠松 ・宮下 ・吉 岡2009:6-9)。 それ らは、全長

が25メ ー トル を超す シロナ ガスク ジラか ら全長

1.5メー トル程度 のネズ ミイルカ まで多様 なクジ

ラを含んで いる。

　 1970年 代以降、世界各地で環境保護や動物愛護

を目的 とした反捕鯨運動が盛んにな り、1982年 の

国際捕鯨委員会(以 下、IWCと 略称） の総会にお

いて13種 類の大型鯨類 を対象 とした商業捕鯨の一

時停止が決定された。以降、現在 に至るまで大型

鯨類の商業捕鯨は中断 中で ある.2015年7月 現在、

IWCが 承認 している大型鯨類 の捕獲は、 日本 の調

査捕鯨やノルウェー とアイス ラン ドの商業捕鯨2、

ロシアと米国、セ ン ト・ヴィンセ ン トおよびグレ

ナデ ィーン諸島国、デ ンマーク領 グリー ンラン ド

の先住民生存捕鯨である。 これ ら以外 にIWCに 加

盟 していな いカナダやイ ン ドネシアな どの国々で

大型鯨類 を捕獲 している3。

　北アメリカ先住民の捕鯨は、地域によって違い

が あるが、ホ ッキ ョククジラ、 コククジラ、ザ ト

ウクジラのよ うな大型鯨類、シロイルカやイ ッカ

クのよ うな小型鯨類 を捕獲 してきた。

　本稿の目 的は、北 アメ リカ極北先住民 による現

代 の大型鯨類の捕獲およびそれ に関連する諸活動

や法制度な どを比較検討し、それ らの社会 におけ

る捕鯨の意義や特徴、問題点を解明する ことであ

る4。 本 稿 で 比 較 の 主対 象 とす るの は ア ラス カ 先

住 民、 とく にイ ヌ ピ ア ッ ト(Inupiat)と カナ ダ東

部極 北地 域 のイ ヌイ ッ ト(Inuit)の ホ ッキ ョク ク

ジ ラ猟 で あ る。 また、 カナ ダ のヌー ・チ ャ ・ヌ ヒ

(Nuu-chah-nulth)と 米国 のマカ ー(Makah)の コ

ク クジ ラ猟 とザ トウ クジ ラ猟 につ いて は、補 足 的

に取 り扱 う(岸 上2014a;浜 口2013)。

　 な お、 ホ ッキ ョク ク ジ ラ(Balaena mysticetus)

とは、 成 獣の 全長 は18メ ー トル以 上、 体 重 は75～

100ト ン に 達 す る 回 遊 性 の ヒ ゲ ク ジ ラ で あ る

(Doniol-Valoroze　 and　Hammi112013:26)。

2　 捕鯨 に関する歴史的比較

2.1捕 鯨 の起源 および展開

　 北アメリカのアラスカ沿岸地域では今か らおよ

そ3400年 前か らホッキ ョククジラを利用 してきた

ことが知 られているが、寄 りクジラの利用 ではな

く意図的に捕鯨 を行な ったのかどうかは不 明な ま

まである(Save11e　2005)。 ベー リング海峡沿岸地

域 において クジラの意図的な捕獲は2000年 前 ごろ

か ら散発的 に始 まり(Stoker　and　Krupnik　1993)、 極

北地域が温暖であった紀元後1000年 ごろか らホ ッ

キ ョククジラを積極 的 に捕獲 し始めた(Savelle

2005)。 このアラスカにおける捕鯨文化は ウミア

ック(大 型皮舟)を 利用 した捕鯨活動 を中心 とし

て組織 されていた(Sheehan　 1997)。

　 アラスカで誕生 した この捕鯨文化は、それか ら

300年 間のうちにグ リー ンラン ドまで到達 したが、

その文化が伝播 していく過程 で、それ まで各地で

栄えていた文化 を吸収 して いった。 このカナダ極

北地 域や グ リー ンラン ドにまで広 がった文化は

「チ ュー レ文化」 と呼ばれ、 きわめて斉一的な生

活様式を特徴 としていた。
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　極北地域が寒冷化 し始めると捕鯨活動は衰退 し、

寒 さがピークに達す る17～18世 紀 ごろにはホ ッキ

ョククジラを食料基盤 とする文化 か ら各地で獲れ

るアザ ラシやセイウチ、カ リブー、ホ ッキ ョクイ

ワナなどを食料基盤 とす る文化へ と変化 し、各地

で多様 な地域文化が成立していった。 この ころに

イヌイ ットは欧米か ら来た捕鯨者や探検家 らと接

触 を開始する ことになる。

　チ ューレ文化は地球の温暖化 に伴 い、東進 した。

12世 紀 ごろか ら18世 紀 ごろまでサマーセ ッ ト島の

ような高度極北地域ではホ ッキ ョククジラ猟がイ

ヌイ ッ トの生業の基盤 となった、 それはさ らに南

下 し、 ヌナヴィク地域では13世 紀以降 に捕鯨が重

要 になった(Francis 2013:18;Lofthouse　 2013)。 こ

の捕鯨文化はアラスカ地域 に端 を発す るものであ

り、 もともとは ウミアックによる捕鯨が行われて

いたが、1885年 ごろのハ ドソン海峡沿岸で のホ ッ

キ ョククジラ猟はカヤ ック(小 型皮舟)を 使って

行 わ れ て い た と 報 告 さ れ て い る(Saladin　 d'

Anglure 2013:77)。

2.2　北アメ リカ極北地域 における商 業捕 鯨の影

響

　大航海時代以降の欧米社会ではさまざまな種類

のクジラの脂肪か らとられ る鯨油は、 ランプの燃

料や石鹸の原材料 として貴重な資源で あった。 ま

た、 ヒゲクジラ類の髭は、鞭やばね、 コルセ ッ ト

の部品の原材料 として利用 された。 このため、バ

スク、オランダ、英国、米国、 ノルウェーの捕鯨

者が北大西洋や ヨーロッパ側の北極海で商業捕鯨

を行な うようになった5。 その後、漁場は拡大 し、

カナ ダの東西の沖合や、極北地域 にお いて欧米人

による商業捕鯨が行われるようになった。

　 1530年 か ら1620年 ごろまで、カナダ東部 ベルア

イル海峡周辺およびラブラ ドル半島の沖合では、

バスク人が捕鯨 を行 なった。1719年 か ら1972年 ま

で英 国や米国、 その後、カナダの捕鯨者が同海城

で捕 鯨 を行 なった。1896年 か ら1972年 まで はニ

ューファン ドラン ドやノヴァス コシアの沿岸 に開

設 された捕鯨基地か ら出港 し、捕鯨が行なわれた。

これ らの時期のおもな捕獲対象はセ ミクジラとホ

ッ キ ョ ク ク ジ ラ で あ っ た(Bronell　 et.　al　eds.

1986;Dickinson　 and　Sanger　 2005;Proulx　 l993;

Reeves 1983;Ross 1979)。

　 グリー ンラン ドとカナダのバ フィン島との問 に

あるバ フィン湾 とデービス海峡では、1719年 か ら

1911年 まで英国や米国の捕鯨者がホッキ ョククジ

ラを対 象 と した 商業 捕鯨 を行 な った(Lubbock

1937;s'　Jacob　et　a1,　eds,1984;Reeves　 1983;Ross

1979;Ross　and　Mclver　1982)。 さ らに、ハ ドソ ン海

峡やハ ドソン湾では、1860年 か ら1915年 まで英国

(お もにスコッ トラン ド)の 捕鯨船がホッキ ョク

クジラの商業捕鯨 を行な った(Ross　 1975)。

　 以上のよ うな経緯で1530年 ごろか ら1915年 まで

の間に、カナダの東部極北地域で約5万8千 頭か

ら約6万9千 頭のホ ッキ ョククジラが商業 目的に

捕獲された と推定されて いる(Higdon　 2009)。

　 アラスカ地域における商業捕鯨は、カナダ東部

極北地域 と比較するとそ の開始は遅か ったといえ

る。1848年 にベー リング海以北でホッキ ョククジ

ラが発見 される と、1849年 か ら1914年 にかけて米

国 の捕鯨船 を中心に北西 アラスカ沖のチュクチ海

やボー フォー ト海、 さらにはカナダ西部極北地域

の沖合でホ ッキ ョククジラの捕獲が盛んになった。

捕鯨会社はアラスカのバ ローには1884年 に、ポイ

ン ト ・ホー プには1887年 に捕 鯨基地 を開設 した

(Bookstoce　1986)。

　 以上のよ うな経緯で1849年 か ら1914年 までの期

間にベー リング海やチ ュクチ海やボー フォー ト海

で捕獲 されたホ ッキ ョククジラの数は約1万6千

頭か ら約1万7千 頭 と推定 されて いる(Bockstoce

et.　al　2005:4,6)。

　 1790年 か ら1915年 にかけてカナダ北西海岸地域

の沖合では、米国や英国の捕鯨者、そ の後は、カ

ナダの捕鯨会社がコククジラやザ トウクジラな ど

を捕獲 した。特 に1835年 ごろか ら商業捕鯨が盛ん

になった(Ellis 1991;Webb　 1988)。 また、、1905年か

ら1967年 までは西部カナダ捕鯨会社が同地域で操

業 していた。

　 アラスカにお いてもカナダ東部極北地域におい

て も商業捕鯨は、20世 紀初頭 までにホ ッキ ョクク

ジラを大量 に捕獲 し、生息数 を激減 させた という

共通点が認め られる。両地域 とも欧米か ら来 た捕

鯨者が多数 のイ ヌピアッ トやイヌイッ トを雇い、
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捕鯨やそ の他 の仕事 に従事 させた、 また、捕鯨者

との接触 によ り欧米か ら物資や伝染病、アル コー

ルが先住民社会 に流入 し、キ リス ト教の受容 とと

もに、欧米製物資へ の依存化や人 口の減少 といっ

た大きな社会変化 が発生 した、

　ホ ッキ ョククジラが少な くなった こと、第1次

世界大戦が始 まった こと、石油の利用な どによ り

クジラ製品の市場が崩壊 した ことなどがお もな理

由で、両地域において1915年 ごろに商業捕鯨が終

焉 を迎 えた。商 業捕鯨や捕 鯨者 との交易が な く

なった両地域では、イヌピアッ トやイヌイッ トは

経済的に困窮状態 に陥った。アラスカではイ ヌピ

アッ トが食料 を得 るために捕鯨 を細 々なが ら続け

たが、 カナダ東部極北地域ではイヌイ ッ トはその

ような捕鯨 を行なわな くなった,

　商業捕鯨が北 アメ リカ極北地域 にお けるホッキ

ョククジラ、セ ミクジラ、コククジラの生息頭数

を激減させたため、1931年 に、国際連盟 の枠内で

イギ リス、 ノル ウェーなど8力 国がジュネー ブ捕

鯨条約 を締結 し、セ ミクジラの商業捕獲の禁止を

決定 した。また、1937年 にはイギ リスや ノル ウ

ェーなどがロン ドン国際捕鯨協定 を締結 し、 コク

クジラやホ ッキ ョククジラの商業的捕獲を禁止 し

た。さ らに、1946年 には米国 ら15力 国が国際捕鯨

取締条約(ICRW)を 締結 した。 これ を受けて1948

年 には国際捕鯨委員会(IWC)が 成立 した、 この

条約では、 ホッキ ョククジラなど13種 類の大型ク

ジラの捕獲 を一時的に禁止 したが、先住 民による

地域的な消費を目的とした捕鯨は例外 として認め

られた。

2.3　ラン ドク レームの締結 と捕鯨の活性化 ・復活

　イ ヌ ピア ッ トらは、商業捕鯨 が終焉 を迎 えた

1915年 ごろ以降 もホ ッキ ョククジラ猟を続けた。

彼 らは20世 紀初めか ら1970年 ごろまで年平均11頭

を獲って きた。アラスカでは先住民によるラン ド

ク レームが決着 し、1971年 にアラスカ先住 民請求

処理法(Alaska　Native　Claims Settlement　Acts、略称

ANCSA)6が 成 立 した。 そ し て1977年 か ら プ ル

ドー湾地域での石油生産が始まった。 このため政

治力 と経済力を得たイヌピア ッ トは、捕鯨活動を

拡大 させた,し か し1970年 代にホッキ ョククジラ

の捕獲頭数やヒッ トアン ドロス数(仕 留めたが陸

揚げできなかった数)が 急増 したため、 その絶滅

を恐れたIWCは 、 イヌピア ッ トを含むアラスカ先

住民 による捕鯨 を禁止 した。 これに対 し、 アラス

カ ・エスキモー(イ ヌ ピアッ トとユ ピー ト)の 捕

鯨10力 村 は、1977年8月 にア ラスカ ・エスキモー

捕 鯨 委 員 会(Alaskan　 Eskimo　Whaling　Commi

ssion)を 結成 し、米国政府 とともに捕鯨再開にむ

けた ロビー活動 を行 った。その結果、IWCは1978

年にアラスカ ・エスキモーに対 して年間12頭 の捕

獲もしくは18回 の鈷打ちを認めた。それ以降、捕

獲許可上限数(ク オータ)は 数度、見直された.現

在 は、アラスカ先住民 とロシア ・チ ュコ トカの先

住民はあわせて年 間56頭(2013年 か ら2018年 まで

の6年 間で336頭 未満)の ホッキ ョククジラの捕獲

が許 されている。

　一方、カナダ極北地域では1915年 ごろから、イ

ヌイ ッ トはほとん ど捕鯨 を行 っていない。同地域

で捕鯨が再開されたのは、1990年 代以降である。

西部極北地域 のイヌビアルイ ットが1991年 に、 ヌ

ナ ヴ トのイヌイ ッ トが1996年 に、ヌナヴィックの

イ ヌイッ トが2008年 にカナダ政府か ら許可 を得て

ホッキ ョククジラ猟 を再開 した。 この背景 にはラ

ン ドクレームの締結 による狩猟 ・漁撈 権 の確立が

ある(岸 上2013)。 ケベ ック州極北地域のイ ヌイ

ッ トは1975年 に、イヌヴィアルイ ッ トは1984年 に、

中部および東部極北地域 のイヌイ ッ トは1993年 に

ラン ドクレームを締結 した、 これ らの協定 には先

住民の権利 として具体的な狩猟 ・漁撈 権が盛 り込

まれている。

　ア ラスカでは捕鯨が継続 して実施 され てきた一

方、カナダでは約70年 の中断ののちに復活 してい

る(岸 上2013;Freeman,　 Wein　and　Keith　1992)。

3　 イヌピア ッ ト社会 とカナダ ・イヌイ ッ ト社会

における捕鯨の法 的根拠、現状 と問題点

3.1　 現状

　北アメ リカ先住 民による伝統的な捕鯨 は、アラ

スカのイ ヌピアッ トやユピー トによるホ ッキ ョク

クジラ猟、北西海岸先住民のマカー によるコクク

ジラ猟、北西海岸先住民のヌー ・チ ャ ・ヌヒによ

るコククジラ猟およびザ トウクジラ猟、カナダ極
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北地域のイヌイッ トによるホッキ ョククジラ猟で

あった。それ らの現状は、 アラスカ先住民の捕鯨

は継続、カナダ ・イヌイ ッ トの捕鯨は復活、マカー

の捕鯨は一度復活 したが、停止 中(浜 口2013)、

ヌー ・チ ャ ・ヌヒの捕鯨は停止 中(岸 上2014)で

ある。

3.2イ ヌ ピア ッ トとイヌイ ッ トの捕 鯨活動の法

的根拠

　 捕鯨 については国際的な取 り決め と国内法が問

題 となる。

　 す で に紹 介 した よ う に、国 際捕 鯨 取 締 条 約

(ICRW)で は、先住民による地域 的な消費 を目的

とした捕鯨 は例外 として認め られ た。 この取 り決

めに基 づき、国際捕鯨委員会(IWC)で は、先住

民生存捕鯨(Aboriginal　 Subsistence　Whaling)を 認

めてお り、イヌ ピア ッ トやユ ピー トの捕鯨はその

ひ とつである。一方、米国内で彼 らがホッキ ョク

クジラを捕獲す ることができる法的根拠は、ラン

ドク レームや条約で決 められた先住権 に由来す る

ものではなく、国内法である7。 米国の 「海洋哺乳

類保護法(Marine Mammal　 Protection　Act。of 1972)」

や 「絶滅の危機 に瀕 した種の保護法(Endangered

Specics　Act　of　1973)」 ではイヌ ピアッ トやユ ピー

トらの先住民には、特定の条件のもとで 「先住民

適用除外項」が適用されている。

　 「海洋哺乳類保護法」では、アラスカ地域の先住

民は、無駄な く利用す るという条件の もと、生業

目的の海洋性哺乳類の捕獲や、伝統的な工芸品や

衣類の製作や販売を 目的 とす る捕鯨規則に則った

捕獲は例外 として認め られて いる。また、先住民

村落 内での可食部位 の販売 も認 め られて いる。

「絶滅の危機に瀕 した種の保護法」では、先住民

を含む アラスカ州住民の生業 目的での捕獲 も例外

として認め られている。また、先住民村落内での

可食部位の販売 も認め られて いる(久 保田2009:

38)。 米国では、1855年 のニ アベイ条約(Neah　 Bay

Treaty)の 中 に捕鯨 を盛 り込 んだマカー を例外 と

すれば、いかなる政府 とも条約を結んでいなかっ

たアラスカ先住 民の法的根拠は この国内法のみで

ある。従って、国内法が変更 されれば、先住民は

捕鯨の法的根拠 を失 う可能性がある、

　 一方、カナダは1970年 代末には商業捕鯨を行わ

な くなったため、1982年 にIWCを 脱退 した。 また、

イヌイ ッ トらの主張を聞き入れ、IWCへ の再加入

は しなか った。 このため、イ ヌイ ッ トの捕鯨 は

IWCの 先住民生存捕鯨ではない。 したがってイヌ

イ ッ トの捕鯨 を保証する法的根拠は国内法による

よるしかない。カナダ ・イヌイ ッ トはかつていか

な る政府 とも条約を結んだ ことはな く、すで に述

べたように1970年 代半ば以降、地域 ごとにラン ド

クレーム協定を結び、彼 らの権利を確定 し、そ の

後、交渉 によって権 利の内容 を修正 して きた8。

カナダ ・イ ヌイ ッ トのラン ドクレーム協定 に共通

しているのは、彼 らの狩猟 ・漁撈 権を重視 し、協

定の中心に据えている点である。その中には、ホ

ッキ ョククジラや シロイルカ、イ ッカクな どの鯨

類をとる権利も盛 り込 まれて いた。さ らに、カナ

ダ では1982年 に制定 され た憲法第2章 第35条 に

よって、先住民族 とは 「インディアン」、 「イヌイ

ッ ト」および 「メイティ」であると規 定され、先

住 民族の権利は同憲法第1章 第25条 で保障され る

ことになった、 また、国内法である海獣規則(the

Marine　Mammal　 Regulation)の 法的規制のもとにあ

る。従って、ある頭数 を捕獲 してもクジラの生息

数が再生産可能である限 り、イヌイ ッ トの捕鯨は

憲法で保証されていることになる。

　イヌ ピア ッ トとイヌイ ッ トの捕鯨の法的根拠 を

比較すると、前者は国内法の例外条項、後者は ラ

ン ドク レーム協定 と憲法 国内法 に基 づくという

大 きな違 いがある。一方、イ ヌピアッ トはIWCの

先住民生存捕鯨 の規則に従 っているが、イヌイ ツ

トにはIWCの 先住民生存捕鯨の規則は適用 されな

い とい う違いが存在 している。

3.3イ ヌ ピア ッ トとイヌイ ッ トの捕鯨 活動の現

状

　イヌ ピア ッ トの捕鯨の歴史は1000年 以上にもな

る。た とえば、ア ラス カ州 ノースス ロー プ郡バ

ローでは、現在で も春季 と秋季に捕鯨 が行 われ、

それ に関連する祝宴や祭 りが実施 され ている。4

月下旬か ら5月 中旬 にかけて春季捕鯨 が実施 され

る。ホ ッキ ョククジラを捕獲 した捕鯨 キャプテ ン

は、捕鯨の翌 日に自宅で祝宴 を開催す る。 その後、
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5月 下旬か ら6月 上旬にはウミアックの陸揚げの

儀式であるアプガウティ、6月 下旬 には大規模 な

ナルカタ ックが実施され る。夏 にはアザ ラシやセ

イウチ を捕獲 し、 ウミアック用の皮 を確保する。

9月 に入る と秋季捕鯨の準備 を始 め、9月 下旬か

ら10月 中旬 にかけて沖合でモーターボー トを利用

して捕鯨 を行 う。捕鯨 に成功 した捕鯨キャプテン

は 自宅で祝宴 を開催 するほか、11月 の感謝祭や12

月のクリスマスでの祝宴のため に村内にある教会

に鯨肉や マッタ ックを提供す る。年が明け、2月

ごろか らウミア ックの手入れや貯蔵穴の掃除をは

じめ、4月 に入 るとバ ローから捕鯨キャンプまで

の トレイルづ くりを行 う。 このように、彼 らは1

年 中、捕鯨 に関連する何 らかの活動 を行 っている。

また、捕獲 したホ ッキ ョククジラの肉やマ ッタッ

ク、舌、 内臓は捕鯨者の間で分配 された後、祝宴

の時 に村 人に分配 され る。 さらに、祝宴の後 は、

多数の村 人が集 まって ドラムダ ンスが行われる。

捕鯨、そ の後の祝宴や分配、 ドラムダンスは、イ

ヌピア ッ トのアイデンテ ィティや世界観 を維持 さ

せ る上で重要な働きをしている.捕 鯨 とそれに関

す る活動 は、現在でも彼 らの生活の中核 をな して

いる　(Kishigami　2013b)。

　 カナダでは、北西準州のイヌヴィアルイ ッ トが

1991年 、ヌナヴ ト準州のイヌイ ットが1996年 、ケ

ベック州北部(ヌ ナヴィク)の イヌイ ットが2008

年 に、長 い間、 中断していたホ ッキ ョククジラ猟

を再開 した9。2008年 時点で東部極北地域系統の

ホ ッキ ョククジラは約14,400頭 と推定 され、1年

あた り18頭 を捕獲 しても個体数維持の上では問題

がないと報告 されている(DFO　 2008)。 この生物

学的調査結果に基づき、2008年 にはカナダ政府漁

業海洋省(略 称DFO)は イヌイッ トが毎年4頭 程度、

捕獲 しても問題はないという判 断を下 した。そ の

後、2013年 にクジラの生息頭数調査 を実施 した結

果 は、約7000頭 であると推定 された。一連の生物

学 的調査 に基づき、DFOは2015年 にクオータを変

更 し、1年 あた りヌナヴ ト準州 に5頭 、 ヌナヴィ

クに2頭 の捕獲 を許可 している。

　地域にもよるが、 カナダでは50年 か ら70年 以上

にわた りイヌイッ トによる捕鯨 が中断されていた

ので、そ の復活は、新 しい伝統 を作 り出すよ うな

ものであった.ヌ ナ ヴィクの場合、ホッキ ョクク

ジラが捕れ るのは、ハ ドソ ン海峡 に近いウンガバ

湾の2つ のコミュニティ、 カンギックスジュアッ

ク(Kangiqsujuaq)と ク ア タ ック(Quartaq)で あ る。

2008年 の前者 における捕鯨では、村議会 と村 の狩

猟者協会がキ ャプテ ンとハ ンター を選抜 し、村を

代表 して捕鯨 を行 った。ヌナ ヴ トの先住 民団体

(Nunavut　Tunngavik　Incorporated、略称NTI)の 協 力

の下、ハ ンターは研修 を受 け、狩猟の技量を習得

した。クジラは解体された後、村人に分配された

以外 にもヌナ ヴィクの村 々に分配 され た(Saladin

d'Anglure　2013)。 ヌナヴィック ・イヌイ ッ トの場

合、狩猟や解体 の技術や方法、ホッキ ョククジラ

についての知識 などはほとん ど失われていた ので、

捕鯨 の復活 というよ りも新 しい捕鯨伝統の創出に

近 いものであった10。現 時点 では捕鯨は生活 に根

付いているとはいいがたいが、捕鯨を行い、成果

物を分配 し、食べる ことによ り、イヌイ ッ トのア

イデ ンティティを再確認 し、高揚 させ ることがで

きる。

　イ ヌピアッ トとイヌイ ッ トの捕鯨を比較 した場

合、前者の捕鯨 は複合的な文化 システムを形成 し

ているのに対 し、後者の捕鯨は これか ら文化 を再

構築 していく途上にあるといえる。 しか し、両者

の場合 とも捕鯨 はアイデンティテ ィの確認や維持

にお いては大きな効果 を持 っているといえる。

3.4　直面す る問題点

　北 アメ リカ極北地域 に住むイヌピアッ トもカナ

ダ ・イヌイ ッ トもグローバル化 した世界に住んで

いる。 捕鯨に関連 して共通の問題や特異な問題に

直面 している。

　第１の共通問題 は、生業 として捕鯨を行 うこと

は、操業経費が必要で あり、資金の獲得が大 きな

問題である。両者 とも獲物 を売 らないという伝統

を保持 している。バ ローのイヌピアットの捕鯨キ

ャプテ ンは、家族の賃金収入や先住民団体か らの

配当金等 を利用 して捕鯨の資金に充てているが、

プル ドー湾 の石油 ・天然ガス開発 が衰退すれば、

現金収入が減る可能性がある.ヌ ナヴィクのイヌ

イ ッ トは、先住 民団体マキ ヴィクの支援、村の役

場や狩猟 ・漁撈 ・ワナ猟者協会の支援 をうけ、捕
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鯨 に従事 している。捕鯨 など狩猟漁撈 活 動に従事

す るイヌピアッ トやイヌイ ッ トにとって現金はそ

れ を行な うための手段であり、お金をもうける こ

とは 目的ではな い(Wenzel 2013:190)。 捕鯨 を行 う

ための資金の確保は大きな問題である11。

　 第2の 共通 問題は、温暖化の影響である。温暖

化が鯨類や自然環境 に影響を与え、捕鯨が困難 に

なる場合が起 こっている。 さらに温暖化 によって

近海の海底油田 ・天然ガスの採掘や北西航路を利

用 した船舶の増加、流出油発生の可能性な ど、ホ

ッキ ョククジラや捕鯨活動に影響を与えるさまざ

まな要因が発生 している(Kishigami　2010)。

　第3の 共通問題は、環境保護団体や動物福祉団

体 によ り世界的に繰 り広げ られている反捕鯨運動

の影響である。 これ らのNGOに よる運動は、各国

政府 や 各 国の 世 論 を動 か しつ つ あ る。多 く の

NGOは 先住 民による捕鯨には、維持可能な捕鯨で

ある限 り、容認する姿勢を見せて いるが、カナダ

海 洋 環 境 保 護 協 会(The　Canadian　Marine

Environment　Protection Society)やシー シ ェパ 一ド

(Sea　Shepard)の よ うに先住民 の捕鯨 にも反対 す

る団体 も存在 して いる(Saladin　d'Anglure　2013:77)。

グ ローバル化 した反捕鯨運動は、人 とクジ ラの関

係や クジラ観を変えつつあるといえよう。

　第4の 共通 問題は、資源管理 である。ホ ッキ ョ

ククジラのよ うに長距離を季節移動 し、 グローバ

ル ・コモ ンズ と見な され うるよ うな動物 をどのよ

うに持続可能なや り方で管理するかは重要な課題

である。本来、IWCは 捕鯨行 うために鯨類資源を

管理する ことを目的とする団体であるが、機能不

全 を起 こしている とい う問題 を抱 えて いる(岩 崎

2005;大 曲2003)。

　以上は、共通の問題であるが、カナダ ・イヌイ

ッ トの場合には、すでに指摘 したよ うに、捕鯨や

解体の技術や方法、 クジラについての知識、分配

のや り方な どを再習得す る必要があるといえよ う。

4　 現代の先住民社会における捕鯨の重要性

4.1食 料資源 としてのホッキ ョククジラ

　ー・頭 のホ ッキ ョククジラは、大量の肉や マッタ

ック(脂 皮部)な ど食料資源 をもた らす。それ ら

は単に食料 とな るのではな く、多 くの人びとの問

で分配 され、祝宴な どが催され る、従って、捕鯨

がもた らす恵みは、食料資源 としてだけでな く、

アイ デ ンテ ィテ ィや喜 び をもた らす源 泉 とな る

(岸 上2012;Kishigami　 2013a,2013b） 。 さ ら に、店

舗で販売 されている南か ら運ばれてきた加工肉と

比べると、栄養価 に富んでお り、 人び との健康増

進 に役 立 つ(Raymonds,Ⅲ,J.　 E.　et　al　2006)。 した

がって、北アメリカ極北先住民 にとってホ ッキ ョ

ククジラは食料資源 として重要である。

4.2社 会的資源およびその他の資源 と してのホ

ッキ ョククジラ

　ホ ッキ ョククジラの肉やマ ッタ ックは、伝統的

に販売することができな いので、経済的な利益 を

捕鯨者にもた らす ことはないが、家族間や親族間、

友人間、村落間で分配や交換 されている。 この分

配や交換は特定の人びとの間で社会関係 を確認 さ

せ る効果や生み出す効果、維持させ る効果がある。

したがって、 ホッキ ョククジラの肉やマ ッタック

は、食料資源のみな らず社会 的資源 で もある(岸

上2012;Kishigami　 2013a,2013b)。 また、ホッキ ョ

ククジラの骨や ヒゲな どは工芸 品の素材 となる、

工芸品は観光 アー ト品 として販売 され、イヌイ ッ

トやイヌピアッ トのアーティス トの収入源 となっ

ている。

4.3ホ ッキ ョククジラ猟 に関連する社会 ・文化活

動

　イヌピア ットの捕鯨 は、ハンターや捕鯨キ ャプ

テンに狩猟者 としての誇 りやアイデ ンテ ィテ ィの

基盤のひ とつとなっている。また、ホッキ ョクク

ジラの捕獲に成功 した捕鯨キ ャプテンやハ ンター

は、大量の肉やマッタ ックを祝宴やお祭 りな どさ

まざまな機会 に村 人に提供するが、村人はそのよ

うな人たちに尊敬や感謝 の念を抱き、威信 を付与

している。

　一度、捕鯨 という文化 的伝統 が途絶 えたカ ナ

ダ ・イヌイ ッ トの間では、捕鯨 に関連する世界観

や祭 りな どはかな り消失 しているが、完全 に喪失

さ れ て い る わ け で は な い（Laugrand　and Oosten

2013;Saladin　d'Anglure　2013)。 一方、イヌピア ッ

トの問では、世界観や共食、ブランケッ ト ・トス、
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ドラム ダ ンス が息 づ いて お り、 捕鯨 の成 功 を通 し　 　ッ ト ・トスや ドラム ダ ンス を行 う こ とによ って、

てそ れ らは維 持、 再 生産 され て い る。捕 鯨 の実 施 　 　人 び との アイ デ ンテ ィテ ィが 生 み出 され 、維 持 さ

は、 関 連行 事 の 開催 とと もに、 伝統 的 な世 界観 や 　 　れ て い る。 捕 鯨お よ びそ れ に関連 す る諸 活 動は、

知 識 の 復活 や維 持 と深 く関わ って い る。　 　 　 　 　 ハ ンター として のみな らず、 イ ヌイ ッ トや イ ヌ ピ

　 カナ ダ ・イ ヌイ ッ トの間 では 、捕 鯨 を行 い、 鯨 　 　ア ッ トと して の アイ デ ンテ ィテ ィ を創 出 し、 維 持

肉 を分 配 し、 共 食す る こ とを通 して(Laugrand　 and　 さ せ る 効 果 が あ る(Ikuta　2004;Kishigami　 2012,

Oosten　 2013;Saladin　 d'Anglure　 2013)、 イ ヌ ピア ツ　　 2013a,2013b;Sakakibara　 2009,2010)。

トの間 で は捕鯨 や分 配 、共 食 に加 えて、ブ ランケ

5　 検討 と結論

　本論文 ではイヌピアッ トとカナダ ・イ ヌイ ット

の現在の捕鯨を比較 した。その結果、グローバル

化 した現代社会で生活 を営んでいるイヌピア ッ ト

やイヌイ ットにとって捕鯨 とそれ に関連する分配、

共食 な どは文化 ・社会的な ど多面的に重要な こと

が分かった。また、彼 らが持続可能な捕鯨を行 う

ためには、適切な資源管理、反捕鯨運動 に対抗す

るための先住民捕鯨に関す る国際理解の促進、地

球の温暖化 に由来する経済活動の管理、捕鯨 を実

施す るための操業費用の確保が重要な課題 とな る

(岸 上2014:127-130)。 この 中 で、最 後 の問 題 は

「生業(subｓiｓtence)」をどう捉えるかに深 く関わっ

ている12。

　 イヌピアッ トもカナダ ・イ ヌイ ッ トも獲物を販

売せず、無償で分配す るという伝統を保持 してい

る一方で、欧米人は先住民が獲物 を販売すること

は非伝統的であ り、伝統的な生業ではない と考え

る傾 向が強 く認 め られる。 このため、 とくに欧米

人は生業捕鯨 を必要な食料 を伝統的なや り方でク

ジラをとることであると限定的に考 える傾向が強

い。すなわち、 クジラの肉やマッタ ックを金銭で

売買すれば、それはもはや生業捕鯨 でないと考 え

ている。 しか し、現在、捕鯨 を実施す るためには、

少なか らぬ操業費用の捻出が不可欠である。 この

問題 を解 決しない限 りは、将来、捕鯨の継続は困

難になる。

　1960年 ごろか ら1980年 はじめ ごろまでカナダ ・

イヌイ ッ トは、アザ ラシを獲 り、その肉や脂肪を

食料 としなが ら、その毛皮を販売 し、それで得た

現金収入を狩猟活動 に投入する ことによって持続

可 能 な 生 業 シ ス テ ム を 構 築 し、維 持 さ せ た
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(Wenzeｌ　1991)。 また、グ リー ンラン ドでは、 デン

マークによる2世 紀以上 に及ぶ植民地体制のもと

で獲物 を販売 もす るし、分配 もす るという新 しい

伝 統 を 創 り あ げ て き た(Maruardt　andCaulfield

1996)。 今や北アメ リカ極北先住民は、現金 を生

業活動のための資源 として利用 してお り、現金は

生 業 シ ス テ ム の 一 部 を 構 成 して い る(Fienup-

Riordan　1983;Langdon　 1991;Wenzel　 2013;Wolfe

and　Ellanna　1983)。 筆者 は、社会が 時代 と ともに

変わるよ うに、生業の考 え方 も時代 とともに社会

の要請 に合致するよ うに変化するべきだ と考 える。

　 カナダのヌナヴ ト協定 とヌナヴィク協定では、

「生業」 とい う言葉は使用せず に、協定の受益者

であるイヌイ ッ トに 「経済的、文化的、社会的利

益(Economic,　Cultural　and　Social　Interests)」を もた

らすための収獲 と表現 し、特定 の海獣や陸獣、魚

類を捕獲する権利やイ ヌイ ッ ト間で一定の条件下

で現地産 の肉や魚を売買す る権利 を認めている13。

ただし、現時点ではホッキ ョククジラの肉やマ ッ

タクの売買はイヌイ ットの間ではいまだ に行われ

ていな い。一方、米 国の国内法は鯨肉な どの村内

における消費 目的の売買 しか認めて いな いし、イ

ヌピアッ ト自身も売買 していない。

　筆者はあえて、北アメリカ極 北地域における伝

統的生業 と獲物 の販売が相矛盾す るという見解の

根拠 はどこにあるのか という疑問を提起 したい。

生業の根幹が生活の再生産(生 計の維持)で あるな

らば、過去半世紀のカナダ ・イヌイ ッ トの歴史 を

見る限 り、生業に現金 による販売とい う要素を加

えても、そのことによって社会(関 係)が 急激 に

変容す る問題は発生 しないないと考える。捕鯨の

成果物の一部 を地域内や地域間で実費も しくは廉

価で販売することによって、操業費 を捻 出させ る

とともに鯨肉を社会に広 くいきわた らせ る、持続

可能な捕鯨システムを作 り出すべきだ と考える。

そのためには、現代の狩猟採集社会 の持続可能な

捕鯨の維持と実践に寄与するように、生業概念 を

再検討 し、カナダ ・イヌイ ッ トの ラン ドク レーム

協定で権利が明確化 されているように、IWCや 村

落 内のみでの売買が認め られている米国における

捕鯨に関連する法制度をグローバル化 した現状に

合致させるために整備することが必要であると考

える。

　現代のイヌピア ットもイヌイ ットも彼 らの大半

は狩猟や漁撈 で得た獲物を現金で売買す ることに

は抵抗感 を持 って いる。 とくに長老たちは金銭に

よる売買は道徳 に反す るとして強固に反対 してい

る。 しか し、彼 らはグローバル化 した経済システ

ム の中で生活 し、現金無 しに狩 猟 ・漁撈 活動も実

施できないという状況にある。筆者は、 この問題

を解決す るため には、 カナダ ・ヌナ ヴィク地 域で

1980年 代 はじめに考案 され、30年あまりにわたっ

て実施されてきたハ ンター ・サポー ト ・プログラ

ム(岸 上1998;Gombay　 2005,2009;Kishigami　 2000)

のよ うな制度 を作 り、利用する ことを提案 したい。

この プログラムは現金経済 と生業経済のハイ ブリ

ッ ドである。 ジェイムス湾 ・北ケベック(ラ ン ドク

レー ム)協 定 に基づいて州政府 が提 供する公 金を

利用 して、各村はハ ンターか ら肉や魚 を買い取 り、

それ らを必要とす る村人に無償で提供 している14。

この制度はヌナ ヴィックではほぼ30年 の歴史があ

る。 この制度 のよ うに村 もしくは地方政府が捕鯨

者か ら一定量の鯨肉な どを公金で買い取 り、必要

な住民に無償で提供 してはどうであろうか。捕鯨

者は現金を得ることができ、それ を利用 して捕鯨

を続 ける ことができる。一方、村人は鯨肉などを

無 償で手 に入れる ことができる。 ヌナヴ ト準州 に

も同種のプログラムが存在 している。 カナダでは、

捕鯨の復活のため にはこのプログラムを活用す る

ことが一案である。 アラスカでは このような制度

自体 を新た に構築することが必要であると考 える。

　捕鯨活動 を存続 させ るためのハ ンター ・サポー

ト ・プログラム の改善 と応用 については、今後の

研究課題 とした い.

(記)

本研究は、2015年8月3日 か ら8月22日 にかけて

カナダで実施された科研調査 「グローバル化時代

の捕鯨文化 に関す る人類学的研 究― 伝統継承 と反

捕鯨運動の相克― 」(代 表者:岸 上伸啓、課題番号

15HO2617)の 成果 の一部 である、 また、本稿 の

一部を2015年9月 に開催 され た第11回 狩猟採集社

会 国 際 会 議(CHAGS　 11）の セ ツ シ ョ ン42
``

　“Aboriginal　 Whaling　 and　 Identity in the　 Twenty-
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First　Century"で 報告 した。草稿 に対 し、国立民族

学博物館外来研 究員の中村真里絵 さんか らコメン

トを頂戴 した。記 して感謝の微意 を表す次第であ

る。

1森 田勝 昭は、メディアホエール論 を展 開して

　いる。森 田によるとメディアホエール とはメデ

　ィアの圧倒的な物量作戦によって生み出された

虚像であるが、人びとの心の中に定着す ると、

　神のような存在 にな り、環境運動のシンボル と

　して利用 されているという(森 田　 1994:391)。

2　 ノル ウェー とアイスラン ドはＩWCの 商業捕鯨

　の一時停止の決定 に同意せず、留保 の立場 をと

　り、小規模なが ら商業捕鯨を継続 している。

3　 近年 の捕鯨 に関す る研 究動 向 につ いては、

Savelle　and　Kishigami(2013)を 参 照されたい。 ま

　た、世界各地 の捕鯨の歴史や現状については、

岸 上編(2012)やKishigami,　Hamaguchi　 and　Savelle

eds.(2013)を お読み頂 きたい。

4　 浜 口は、先住民生存捕鯨 に関する通文化的研

究 を発表 している(浜 口2012;Hamaguchi　 2013)。

5　 バスク人の捕鯨者は フランスやスペイ ンの捕

鯨船に乗 り込んでいた。

6　 この法律の成立によって、アラスカ州の総面

積の約10%に 相当する16万 平方キ ロメー トルの

土地の所有権 と約9億6250万 ドルの補償金がア

ラスカ先住 民に付与 された。その一方で、彼 ら

は狩猟 ・漁撈 権 を放棄す ることになった(Burch

　 1979:21)。

7　 ホッキ ョククジラは公海を回遊 し、かつ海上

で捕獲され るため、そ の管轄はアラスカ州政府

ではな く、連邦政府である。 このため、 アラス

カ州内における狩猟や漁撈 についてはアラスカ

州 憲 法 や ア ラス カ狩 猟 法(Alaska　Game　 Law　of

　19O2)や そ の改定 版 の新 ア ラスカ狩 猟 法(New

Alaska　Game　Law　of　1925)、 ホ ワ イ ト法(White

Act　of　1924)な どがあるが、本稿では取 り上げな

い。 また、州 内の国有地 における生業活動に関

わ る法律 としてア ラスカ国有地保全 法(Alaska

National　Interest　Land　Conservation　Act　of　1980、

略称ANILCA)が あるが、捕鯨には直接関係 しな

いので、本稿では取 り扱わな い。 これ らの法律

　 に つ い て は、Case and　Voluck(2002)や 久 保 田

　 (2009:26-29,33-359)を 参照されたい。

8　 ヌナ ヴ ト協定(1993)お よ び ヌナ ヴ ィク協 定

　 (2008)の 第5条 に捕鯨を含む海獣狩猟 に関する

　 権利が記載 されている。

9　 イヌヴィアルイ ッ トの捕鯨の復活 については、

　Freeman,　Wein　and　Keith(1992)を 参照 されたい。

10 現 役のハ ンターや彼 らの父親 の世代 のハ ン

　 ターは、ホ ッキ ョククジラ猟 を行な った ことは

　なかったが、 クジラやクジラ猟 に関する話を先

　行 世代 か ら受 け継 いで いる(Saladin d'　Anglure

　 2013;Laugrand　 and　Oosten　2013)。 したが ってク

　 ジラや捕鯨 に関す る知識が完全に喪失 したわけ

　 ではなか った。

11商 業捕鯨では、捕獲 したクジラを売ることに

　よって、現金を獲得 し、そ の一部 を操業費にま

　わす ことができるが、生業捕鯨では捕獲 した ク

　 ジラを売ることができない(も しくは売 らな い)

　ため、現金 を獲得できない。捕鯨を行な うため

　 に必要な経費は、別途、調達す る必要がある。

12　 文化人類学における生業概念については、岸

　上(2008)、 ス チ ュ ア ー ト(1996)、本 多(2005)、

　Kishigami(2013c)、 　Stem　 (2000)やWeze1

　(1991,2013)な どを参照 されたい,ま た、 アラス

　カ州における 「生業」 の法的概念については久

　保 田(2009)を 参照 されたい。

13　 ヌナ ヴィクのアクリヴィク村や プヴィルニツ

　 ック村ではハ ンター ・サポー ト ・プログラム を

　利用 し、ハ ンターか らカ リブーやホ ッキ ョクイ

　ワナを買い取 り、食料の必要な村民に無償で提

　供 して いる(Kishigami　2000;Gombay　 2005}.

14　 この制度 の問題点のひとつは、年間予算に限

　度がある ことである。
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